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　平成26年6月14日(土)に金沢ゴルフクラブにお
いて、28回目となるゴルフコンペが開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、経済学部Ⅰ部・Ⅱ部のゴル
フ好き同窓生17名(Ⅰ部10名､Ⅱ部7名)が参加し、和
やかな楽しい一日を過ごしました。プレー後は、表彰
式を兼ねた懇親会が行われ、お互いの近況報告等を
行いながら、和気あいあいの中で終了しました。な
お、成績は右記のとおりです。

第28回金沢星稜大学同窓会ゴルフコンペ開催！

平成26年3月卒業、J2カターレ富山に
プロ契約。チームのDFとして活躍中。

内田錬平さん（Ⅰ部44期）

平成25年度　富山県支部定期総会・懇親会

…………………………同窓会各支部の活動…………………………

富山県支部

　平成25年11月3日（日・祝）、富山市のANAクラウンプラザホテルにおいて
富山県支部定期総会・懇親会を行いました。今回は、名誉教授の小西滋人先生
をお迎えしての会宴でした。毎年1回11月に定期総会を行っております。参加
を希望される卒業生の皆さま、下記 新原 までご連絡をお願いいたします。

平成２6年度  富山県支部総会・懇親会のお知らせ
金沢星稜大学同窓会富山県支部では今年（平成２6年）も11月3日（月・祝）射水市の「松原屋」において富山県支部総会・懇親会を
開催いたします。同窓生の皆様のご出席をお待ちいたしております。（連絡先　新原 俊夫　0766－22－4308）

 

第2回 大学OB対抗レガッタin世界遺産五箇山に参加富山県支部

　第10回南砺市民ボート大会と同日に、大学OB対抗レガッタが平成26年6
月29日（日）、富山県南砺市桂湖で開催されました。本大会は昨年が1回大会、
今回は第2回大会で、12大学OBチームが参加しました。来年も順位を上げる
ことを目標に参加予定です。

平成25年度 白山支部定期総会・懇親会白山支部

　平成25年8月10日（土）午後5時より、白山支部総会が
「ひで華」において行われ、平成24年度の事業・会計につい
てそれぞれ報告されました。日ごろ各方面で活躍されてい
るみなさんですが、なかなか話をする機会がないため、久

しぶりの再会に、近況や昔話で盛り上がりました。また私
たちの支部は少人数ですが、白山市民という観点から、ど
んな街であったら良いか、活気づくのかなど、地域につい
て話し合いました。

 

順　位 氏　名 学部・期 GROSS HDCP NET

優　勝 出越　　朋 Ⅰ部 5期 96 24.0 72.0

準優勝 藤井　謙士 Ⅱ部18期 84 9.6 74.4

第３位 北川　清栄 Ⅰ部 4期 92 16.8 75.2

　9月14日（土）、金沢駅前「かっぽう居酒屋 水魚」において秋の交流会を行いました。
今回は富山支部からもご参加いただき、23名での開催となりました。会の中盤にはア
トラクションを行い、“人生で一番うれしかったこと”“尊敬する人物”等４項目から一
人一つのテーマについてスピーチをしてもらうなど、同窓生の思い出話やそれぞれの
思いを聞き、参加者皆で盛り上がりました。２時間程の短い時間でしたが、それぞれに
近況報告や情報交換を行い、有意義な時間を過ごしました。秋の交流会は今回で2回目
をむかえますが、事業委員会ではさらに多くの方々に参加いただきたいと思っており
ます。世代を超えた新たな出会いやビジネスにもつながる良いきっかけ作りの場とし
て、次回の皆様の参加をお待ちしております。

平成25年度 秋季交流会報告

活
躍
す
る
同
窓
生

「
人
材
育
成
に
関
す
る
産
業
界
か
ら
の
意
見
聴
取
会
」を
開
催

金
沢
星
稜
大
学
就
職
状
況
報
告

平
成
26
年
度
理
事
会
開
催

新
学
長
に
宮
﨑
正
史
氏
就
任

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す
！
」

▶次回の案内希望者は 幹事 廿日岩（090-8703-0900）まで
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私
は
、今
か
ら
１８
年
前
の
１
９
９
６
年
に
卒

業
、社
会
の
荒
波
へ
出
て
行
き
ま
し
た
。当
時
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、日
本
全
体

が
暗
い
失
わ
れ
た
２０
年
に
突
入
し
た
頃
で
し
た
。

　
在
学
中
は
、Ⅱ
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、必
ず

し
も
ハッ
ピ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、今
思
い
起
こ
せ
ば
そ
の
時
の
苦
労

が
、後
に
社
会
に
出
た
時
に
役
に
立
っ
た
と
思
って

い
ま
す
。日
中
は
、商
事
会
社
に
勤
務
し
、夜
か
ら

大
学
で
受
講
す
る
と
いっ
た
ハ
ー
ド
な
４
年
間
が

自
然
と
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
と
忍
耐
力
を
養
っ
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。卒
業
後
は
新
た
な
住
宅
会

社
に
勤
務
し
、３
年
後
に
現
在
の
会
社
に
転
職
し

ま
し
た
。

　
大
学
時
代
は
、学
友
会
に
入
り
、い
ろ
い
ろ
な

大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
受
講
し
て
い
る
科
目
が
本
当
に
社

会
に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
の
か
ど
う
か
半
信
半
疑

で
し
た
が
、卒
業
す
る
た
め
に
必
死
に
勉
強
し
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。と
く
に
手
形
法
や
会
計
法

の
勉
強
は
、当
時
は
何
が
何
の
こ
と
や
ら
、と
いっ

た
お
粗
末
ぶ
り
で
し
た
。し
か
し
今
、自
分
が
社

会
に
出
て
、ま
た
そ
の
立
場
に
な
っ
て
み
る
と
学

ん
で
い
て
良
か
っ
た
、助
か
っ
た
な
と
感
じ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。卒
業
し
て
十
数
年
た
っ
た
今

で
も
、当
時
の
教
科
書
や
資
料
を
参
考
に
読
み
返

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
私
は
、某
会
社
の
代
表
取
締
役
と
別
の

企
業
の
常
務
取
締
役
の
二
足
の
草
鞋
で
、日
々
時

間
に
追
わ
れ
な
が
ら
孤
軍
奮
闘
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
大
学
４
年
間
が
今
に
な
っ
て
み
る
と
、現

在
の
自
分
を
形
成
し
た
礎
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。作
家 

池
井
戸 

潤
氏
の
作
品
で
は
な
い
で

す
が
、こ
れ
か
ら
が「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
の
逆
襲
」で
す
。

そ
ん
な
私
の
座
右
の
銘
は「
一
期
一
会
」で
す
の
で
、

今
後
ど
こ
か
で
お
会
い
す
る
事
が
あ
れ
ば
、お
気

軽
に
声
を
お
掛
け
下
さ
い
。

　
平
成
7
年
3
月
に
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

　
星
稜
高
校
を
卒
業
後
、多
く
の
同
級
生
と
入

学
し
、共
に
送
っ
た
学
生
生
活
は
、「
楽
し
い
」の一

言
に
尽
き
ま
し
た
。

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
学
業
に
は
目
も
く
れ
ず
、ひ

た
す
ら
友
人
作
り
と
課
外
活
動
に
没
頭
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
結
果
、卒
業
し
て
か
ら
現
在
も
、た
く
さ
ん
の
友

人
に
恵
ま
れ
、時
に
は
助
け
合
い
、時
に
は
切
磋
琢

磨
し
合
い
、多
く
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

大
変
有
意
義
な
学
園
生
活
だった
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
は
父
親
の
経
営
す
る
内
装
工
事
店
に
入

る
こ
と
に
な
り
、建
築
系
資
格
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。卒
業
後
、さ
ら
に
専
門
学
校
に
進
学
し
、

建
築
士
と
宅
建
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
現
場
主
体
の
若
い
こ
ろ
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、現
在
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

経
済
学
を
学
ん
で
お
い
て
良
か
っ
た
な
と
色
々
な

場
面
で
痛
感
し
ま
す
。（
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け

ば
と
も
）

　
今
後
、同
窓
会
理
事
と
し
て
、在
校
生
・
同
窓

生
の
為
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
9
月
12
日（
木
）・
17
日（
火
）に
市

内
の
ホ
テ
ル
で
、金
沢
星
稜
大
学
及
び
金
沢
星
稜

大
学
同
窓
会
合
同
企
画「
人
材
育
成
に
関
す
る

産
業
界
か
ら
の
意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、大
学
が
企
業
に
卒
業
後
の
当
大
学

の
特
性
を
聞
き
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か

す
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。当
日

は
、金
沢
星
稜
大
学
の
O
B
・
O
G
が
勤
め
る
企

業
の
代
表
者
と

大
学
か
ら
は
坂

野
光
俊
学
長

（
現
理
事
）や
宮

﨑
正
史
副
学
長

（
現
学
長
）ら
が

参
加
し
、意
見

を
交
わ
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
と
大
学

の
連
携
を
深
め
、

互
い
に
向
上
し

た
い
と
思
い
ま

す
。

活
躍
す
る
同
窓
生

フジコン株式会社 金沢営業所
常務取締役 山 本  雅 一
（経済学部Ⅱ部 ２３期生）

T o p i c s

「
人
材
育
成
に
関
す
る
産
業
界
か
ら
の

 

意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

■ 9月12日 参加企業■ 9月17日 参加企業

T o p i c s

金
沢
星
稜
大
学

名
誉
教
授
に
坂
野
理
事
、

吉
川
氏
、西
村
氏

T o p i c s

　あらゆる交流活動が、国境・民族・言語の違いを超えて日
常的に行われる今日のグローバル社会では、コミュニケー
ション能力、異文化や異なる価値観の存在を理解し許容する
力、また自己を堅持し協働できる力が求められます。
　海外派遣に係る本学の様々な支援制度の下で、昨年は、
両学部合わせ40名強の学生が留学を含む海外留学プログ
ラムに参加しました。今年度は50名、来年度には100名の
参加を目標にしています。なぜなら、求められる力は異文化
の中での学習・生活体験で最も良く身に付くからです。
　本学はさらに、グローバル人材の育成そのものを目的と
する人文系学部の平成28年度設置認可申請を準備中で
す。新学部では学部生全員に留学を義務づけ、先の力の他、
厚みのある文化・歴史を持つ金沢・石川でなくては育めない
教養を備えた人材を養成します。それにより、「真のグローバ
ル人材は、類のない優れたローカリティの中から創られる」
ことを証明したいと考えています。
　そして何よりも、目標とする力を学生がどの程度身に付け
たかをきちんと評価しながら学びを進めるPDCAの徹底が、
最も重要と位置づけています。教育目標は、その質を保証で
きて初めて達成されたといえるからです。大学の5ヶ年計画
の両輪として、グローバル人材の育成と教育の質保証を実
現してまいります。

グローバル人材の
育成と教育の
質保証

新学長就任のご挨拶

金沢星稜大学  学長   宮 﨑  正 史

　
平
成
26
年
６
月
20
日（
金
）に
金
沢
星
稜
大
学
名

誉
教
授
称
号
授
与
式
が
行
わ
れ
、稲
置
美
弥
子
理
事

長
か
ら
、坂
野
光
俊
理
事
と
今
年
３
月
末
に
退
任
さ

れ
た
吉
川
顯
麿
氏
、西
村
千
恵
子
氏
に
称
号
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
教
授
の
称
号
は
、多
年
大
学
に
勤
務
し
、教

育
上
又
は
学
術
研
究
上
に
功
績
の
あ
っ
た
教
授
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

株式会社 園田装飾工業
専務取締役 園 田  哲 哉
（経済学部Ⅰ部 ２５期生）

企　業　名 役　職　名 出席者氏名

金沢信用金庫 常務理事 樫野 紀之　様

冨木医療器株式会社
執行役員 
総務部長

小幡 　尚　様

トヨタカローラ
石川株式会社

常務執行役員
管理部長

 
小坂 辰嘉　様

株式会社橋本確文堂 常務取締役 深山 俊樹　様

株式会社平和堂 教育人事部
教育採用課 課長

 
永井 敬一　様

北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社

 取締役
総務人事統括部長

 
浅野 弘昭　様

北陸鉄道株式会社 常務取締役

北陸放送株式会社
取締役 経営管理本部長
兼 総務局長 兼 役員室長

  

  
吉藤 　徹　様

中辻 純一　様

企　業　名 役　職　名 出席者氏名

アトム運輸株式会社 人事政策チーム 次長 山崎 　修　様

ANAクラウン
プラザホテル金沢

 
人事支配人 糠川 三和　様

カナカン株式会社 常務取締役
人事総務部長

 
堀井 栄一　様

株式会社北國銀行 総合企画部 人材開発室
上席調査役

 
清水 信博　様

株式会社北國新聞社 総務局長 吉田 　仁　様

三谷産業株式会社 人事本部部長 佐藤 正裕　様
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足
の
草
鞋
で
、日
々
時

間
に
追
わ
れ
な
が
ら
孤
軍
奮
闘
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
大
学
４
年
間
が
今
に
な
っ
て
み
る
と
、現

在
の
自
分
を
形
成
し
た
礎
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。作
家 

池
井
戸 

潤
氏
の
作
品
で
は
な
い
で

す
が
、こ
れ
か
ら
が「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
の
逆
襲
」で
す
。

そ
ん
な
私
の
座
右
の
銘
は「
一
期
一
会
」で
す
の
で
、

今
後
ど
こ
か
で
お
会
い
す
る
事
が
あ
れ
ば
、お
気

軽
に
声
を
お
掛
け
下
さ
い
。

　
平
成
7
年
3
月
に
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

　
星
稜
高
校
を
卒
業
後
、多
く
の
同
級
生
と
入

学
し
、共
に
送
っ
た
学
生
生
活
は
、「
楽
し
い
」の一

言
に
尽
き
ま
し
た
。

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
学
業
に
は
目
も
く
れ
ず
、ひ

た
す
ら
友
人
作
り
と
課
外
活
動
に
没
頭
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
結
果
、卒
業
し
て
か
ら
現
在
も
、た
く
さ
ん
の
友

人
に
恵
ま
れ
、時
に
は
助
け
合
い
、時
に
は
切
磋
琢

磨
し
合
い
、多
く
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

大
変
有
意
義
な
学
園
生
活
だった
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
は
父
親
の
経
営
す
る
内
装
工
事
店
に
入

る
こ
と
に
な
り
、建
築
系
資
格
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。卒
業
後
、さ
ら
に
専
門
学
校
に
進
学
し
、

建
築
士
と
宅
建
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
現
場
主
体
の
若
い
こ
ろ
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、現
在
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

経
済
学
を
学
ん
で
お
い
て
良
か
っ
た
な
と
色
々
な

場
面
で
痛
感
し
ま
す
。（
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け

ば
と
も
）

　
今
後
、同
窓
会
理
事
と
し
て
、在
校
生
・
同
窓

生
の
為
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
9
月
12
日（
木
）・
17
日（
火
）に
市

内
の
ホ
テ
ル
で
、金
沢
星
稜
大
学
及
び
金
沢
星
稜

大
学
同
窓
会
合
同
企
画「
人
材
育
成
に
関
す
る

産
業
界
か
ら
の
意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、大
学
が
企
業
に
卒
業
後
の
当
大
学

の
特
性
を
聞
き
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か

す
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。当
日

は
、金
沢
星
稜
大
学
の
O
B
・
O
G
が
勤
め
る
企

業
の
代
表
者
と

大
学
か
ら
は
坂

野
光
俊
学
長

（
現
理
事
）や
宮

﨑
正
史
副
学
長

（
現
学
長
）ら
が

参
加
し
、意
見

を
交
わ
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
と
大
学

の
連
携
を
深
め
、

互
い
に
向
上
し

た
い
と
思
い
ま

す
。

活
躍
す
る
同
窓
生

フジコン株式会社 金沢営業所
常務取締役 山 本  雅 一
（経済学部Ⅱ部 ２３期生）

T o p i c s

「
人
材
育
成
に
関
す
る
産
業
界
か
ら
の

 

意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

■ 9月12日 参加企業■ 9月17日 参加企業

T o p i c s

金
沢
星
稜
大
学

名
誉
教
授
に
坂
野
理
事
、

吉
川
氏
、西
村
氏

T o p i c s

　あらゆる交流活動が、国境・民族・言語の違いを超えて日
常的に行われる今日のグローバル社会では、コミュニケー
ション能力、異文化や異なる価値観の存在を理解し許容する
力、また自己を堅持し協働できる力が求められます。
　海外派遣に係る本学の様々な支援制度の下で、昨年は、
両学部合わせ40名強の学生が留学を含む海外留学プログ
ラムに参加しました。今年度は50名、来年度には100名の
参加を目標にしています。なぜなら、求められる力は異文化
の中での学習・生活体験で最も良く身に付くからです。
　本学はさらに、グローバル人材の育成そのものを目的と
する人文系学部の平成28年度設置認可申請を準備中で
す。新学部では学部生全員に留学を義務づけ、先の力の他、
厚みのある文化・歴史を持つ金沢・石川でなくては育めない
教養を備えた人材を養成します。それにより、「真のグローバ
ル人材は、類のない優れたローカリティの中から創られる」
ことを証明したいと考えています。
　そして何よりも、目標とする力を学生がどの程度身に付け
たかをきちんと評価しながら学びを進めるPDCAの徹底が、
最も重要と位置づけています。教育目標は、その質を保証で
きて初めて達成されたといえるからです。大学の5ヶ年計画
の両輪として、グローバル人材の育成と教育の質保証を実
現してまいります。

グローバル人材の
育成と教育の
質保証

新学長就任のご挨拶

金沢星稜大学  学長   宮 﨑  正 史

　
平
成
26
年
６
月
20
日（
金
）に
金
沢
星
稜
大
学
名

誉
教
授
称
号
授
与
式
が
行
わ
れ
、稲
置
美
弥
子
理
事

長
か
ら
、坂
野
光
俊
理
事
と
今
年
３
月
末
に
退
任
さ

れ
た
吉
川
顯
麿
氏
、西
村
千
恵
子
氏
に
称
号
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
教
授
の
称
号
は
、多
年
大
学
に
勤
務
し
、教

育
上
又
は
学
術
研
究
上
に
功
績
の
あ
っ
た
教
授
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

株式会社 園田装飾工業
専務取締役 園 田  哲 哉
（経済学部Ⅰ部 ２５期生）

企　業　名 役　職　名 出席者氏名

金沢信用金庫 常務理事 樫野 紀之　様

冨木医療器株式会社
執行役員 
総務部長

小幡 　尚　様

トヨタカローラ
石川株式会社

常務執行役員
管理部長

 
小坂 辰嘉　様

株式会社橋本確文堂 常務取締役 深山 俊樹　様

株式会社平和堂 教育人事部
教育採用課 課長

 
永井 敬一　様

北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社

 取締役
総務人事統括部長

 
浅野 弘昭　様

北陸鉄道株式会社 常務取締役

北陸放送株式会社
取締役 経営管理本部長
兼 総務局長 兼 役員室長

  

  
吉藤 　徹　様

中辻 純一　様

企　業　名 役　職　名 出席者氏名

アトム運輸株式会社 人事政策チーム 次長 山崎 　修　様

ANAクラウン
プラザホテル金沢

 
人事支配人 糠川 三和　様

カナカン株式会社 常務取締役
人事総務部長

 
堀井 栄一　様

株式会社北國銀行 総合企画部 人材開発室
上席調査役

 
清水 信博　様

株式会社北國新聞社 総務局長 吉田 　仁　様

三谷産業株式会社 人事本部部長 佐藤 正裕　様
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New s
　
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
が
、学
業
・
課
外
活

動
お
よ
び
社
会
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
功
績
の

あ
っ
た
在
学
生
に
対
し
て
そ
の
努
力
を
称
え
支

援
金
を
添
え
て
表
彰
す
る「
金
沢
星
稜
大
学
同

窓
会
学
生
活
動
奨
励
賞
」が
今
年
度
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

研
究
学
業
成
績
部
門

―
―
―
―
―
―

吉
川 

綾
　
　
　
大
向 

優
子

山
上 

仁
美

課
外
教
育
活
動

―
―
―
―
―
―
―
―

沖
田 

耐
芽
　
　
浦
田 

菖
伍

研
究
学
業
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

数
井 

百
香
　
　
細
木 

静
香

林 

真
希
　
　
　
渡
辺 

絵
未
花

西
山 

萌
々
子

ス
ポ
ー
ツ
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

長
塚 

美
可
子
　
小
田 

航
平

課
外
教
育
活
動
部
門

―
―
―
―
―
―

お
も
て
な
し
娘

ス
ポ
ー
ツ
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ッ
カ
ー
部

社
会
活
動
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

野
外
ス
ポ
ー
ツ
部

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

サ
ッ
カ
ー
部 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
37
回
総
理
大
臣
杯

全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

ベス
ト
16

軟
式
野
球
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
36
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
81
回
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
ダ
ブ
ル
ス
競
技

山
﨑
　
将
貴（
人
間
科
学
部
３
年
次
）

池
原
　
徹（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

剣
道
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
47
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

ベス
ト
16

長
塚
　
美
可
子（
2
0
1
3
年
度
卒
）

空
手
道
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
57
回
全
国
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

小
野
寺
　
啓（
経
済
学
部
４
年
次
）

南
　
隼
人（
人
間
科
学
部
４
年
次
）

陸
上
競
技
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
2
0
1
3 

第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

陸
上
競
技

沖
田
　
耐
芽（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
41
回
西
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

角
田
　
瑞
希（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

準
硬
式
野
球
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
66
回
全
日
本
大
学
硬
式
野
球
選
手
権
大
会

　
金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
25
年
度
の
就
職
状
況

を
一言
で
表
現
す
る
な
ら
、「
相
変
わ
ら
ず
良
い
結

果
」だ
と
言
え
ま
す
。前
年
の
24
年
度
に
は
全
卒

業
生
の
91
・
5
％
が
就
職
内
定
を
獲
得
し
、そ
の

時
点
で
過
去
10
年
間
で
最
高
の
結
果
を
残
し
ま

し
た
が
、25
年
度
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
就
職

率
92
・
3
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。最
新

の
全
国
平
均
値
は
文
部
科
学
省
の
発
表
を
待
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
70
％
前
後

に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
の
数
値
を
見
て
も
、本
学
の

就
職
が
相
変
わ
ら
ず「
強
い
」こ
と
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　「
就
職
で
人
生
の
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

と
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
た
通
り
、

本
学
は
単
に「
就
職
す
る
」の
で
は
な
く
、「
い
い
就

職
を
達
成
す
る
」と
こ
ろ
に
目
標
を
置
い
て
い
ま

す
。
25
年
度
の
特
徴
的
な
傾
向
を
振
り
返
る
と
、

ま
ず
金
融
機
関
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。地
元
金
融

機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、政
府
系
金
融
機
関
で

は
そ
れ
ぞ
れ
た
っ
た
一つ
の
採
用
枠
を
星
稜
の
学

生
が
独
占
す
る
と
い
う
結
果
を
出
し
ま
し
た
。金

融
機
関
を
は
じ
め
会
計
事
務
所
や
企
業
の
経
理

職
に
多
く
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、

経
済
学
部
を
要
す
る
大
学
と
し
て
社
会
に
果
た

す
べ
き
責
任
を
全
う
し
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、エ
ア
ラ

イ
ン
系
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
業
界
に
多

く
の
女
子
学
生
が
就
職
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
こ
に
は
、エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や一
流
企
業
へ
の

就
職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講
座

「
星
稜
女
子
力 

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
」の
成

果
が
表
れ
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
受
講
し
た
学
生

た
ち
が
、希
望
通
り
空
港
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッフ
や
旅

行
代
理
店
への
就
職
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、難
関
試
験
合
格
を
目
指
す
Ｃ
Ｄ
Ｐ

（
キ
ャ
リ
ア・デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト
・プ
ロ
グ
ラ
ム
）を

受
講
し
た
学
生
た
ち
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
優
れ

た
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。公
務
員
採
用

試
験
に
は
大
学
の
み
で
25
名
、教
員
採
用
試
験
に

は
11
名
の
現
役
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。と
も

に
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
合
格
者
を
出
し
た
こ
と
は
、

出
色
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、現
４
年
次
に
目
を
向
け
れ
ば
、来
年
度

末
に
は
さ
ら
に
優
れ
た
結
果
が
期
待
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。6
月
の
時
点
で
お
よ
そ
7
割
の

学
生
が
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
感
、ま
た
全
国
区
の
大
手
企
業
か
ら
も
続
々

内
定
を
獲
得
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
感
は
、こ
れ
ま

で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。

　
我
々
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
た
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。今
年
度
以
降

の
金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
に
も
、ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。金

沢
星
稜
大
学
同
窓
会

学
生
活
動
奨
励
賞

T o p i c s
　
経
済
学
部
経
営
学
科
３
年
次
奥
村
実
樹
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
取
り
組
ん
で
い
る「
星
稜
焼
酎
」プ
ロ
ジェ

ク
ト
が
、今
回
、学
生
の
学
外
活
動
を
支
援
す
る

「
星
稜
ジ
ャ
ン
プ
プ
ロ
ジェク
ト
」に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。能
登
町「
和
み
会
」や「
の
と
じ
ま
フ
ァ
ー
ム
」

の
ご
協
力
を
頂
き
、焼
酎
用
の
高
級
品
種「
黄
金

千
貫
」の
苗
を
、能
登
島
の
元
耕
作
放
棄
地
で
土

壌
の
良
い
畑
に
て
丁
寧
に
育
て
、焼
酎
の
製
造
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
は
販
売
促
進

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。同
窓
会

の
先
輩
方
に
、ご
愛
飲
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
星
稜
ブ
ラ
ン
ド
の
焼
酎
を
、先
輩
方
と一緒
に

広
め
て
い
け
る
こ
と
を
、私
達
は
心
か
ら
願
って
お

り
ま
す
。今
後
と
も
、ご
指
導
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！

星
稜
焼
酎

出
来
ま
し
た
！

主
な
就
職
先

日
成
ビ
ル
ド
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
、高
桑
美
術
印
刷
、ヨ
シ
ダ

印
刷
、E
N
E
O
S
グ
ロ
ー
ブ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
、東

日
本
旅
客
鉄
道
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、北
陸
鉄
道
、ゴ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
ロ
ジ
テ
ム
、日
本
通
運
、ヤ
マ
ト
運
輸
、日
本
郵
便
、

あ
ら
た
、シ
ン
コ
ー
ル
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
リ
ッ
ジ
サ
ー
ビ

ス
、カ
ナ
カ
ン
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、三
谷
産
業
、北
陸
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、キ
ャ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ

ポ
ー
ト
、コ
マ
ツ
リ
フ
ト
、冨
木
医
療
器
、ク
ス
リ
の
ア
オ

キ
、金
沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店
、ユ
ニ
ー
、セ
ブ
ン
･
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、第
一
生
命
保
険
、東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、信
金
中
央
金
庫
、北
陸
労
働
金

庫
、金
沢
信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
、近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、エ
イ
ム
、生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い

し
か
わ
、国
立
病
院
機
構
、日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
、

金
沢
病
院
、金
沢
弁
護
士
会
な
ど

公
務
員 

※（
　
）内
は
人
数

国
家
一
般
職（
3
）、国
立
大
学
法
人
等
職
員
、裁
判
所
事
務

官
、自
衛
隊（
2
）、金
沢
市
役
所（
2
）珠
洲
市
役
所
、高
岡

市
役
所（
2
）、立
山
町
役
場
、石
川
県
公
立
小
学
校
教
員

（
7
）、千
葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
2
）、大
阪
府
公
立
小
学

校
教
員
、石
川
県
公
立
中
学
校
保
健
体
育

ほ
か
県
警
・
消
防
に
21
名
が
合
格
し
ま
し
た

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
Ｃ
Ｄ
Ａ

堀
口 

英
則

金
沢
星
稜
大
学
就
職
状
況
報
告

New s

平
成
25
・
26
年
度

全
国
大
会
出
場

奥村ゼミナール 焼酎担当班代表　神田詩織
syuyudare@gmail.com
星稜焼酎ブログ URL
http://s.ameblo.jp/seiryou-syotyu/

連絡先

4

サッカー部

空手道部

軟式野球部

陸上競技部

硬式テニス部

トランポリン部

剣道部

準硬式野球部



5

New s
　
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
が
、学
業
・
課
外
活

動
お
よ
び
社
会
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
功
績
の

あ
っ
た
在
学
生
に
対
し
て
そ
の
努
力
を
称
え
支

援
金
を
添
え
て
表
彰
す
る「
金
沢
星
稜
大
学
同

窓
会
学
生
活
動
奨
励
賞
」が
今
年
度
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

研
究
学
業
成
績
部
門

―
―
―
―
―
―

吉
川 

綾
　
　
　
大
向 

優
子

山
上 

仁
美

課
外
教
育
活
動

―
―
―
―
―
―
―
―

沖
田 

耐
芽
　
　
浦
田 

菖
伍

研
究
学
業
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

数
井 

百
香
　
　
細
木 

静
香

林 

真
希
　
　
　
渡
辺 

絵
未
花

西
山 

萌
々
子

ス
ポ
ー
ツ
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

長
塚 

美
可
子
　
小
田 

航
平

課
外
教
育
活
動
部
門

―
―
―
―
―
―

お
も
て
な
し
娘

ス
ポ
ー
ツ
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ッ
カ
ー
部

社
会
活
動
部
門

―
―
―
―
―
―
―
―

野
外
ス
ポ
ー
ツ
部

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

サ
ッ
カ
ー
部 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
37
回
総
理
大
臣
杯

全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 
ベス
ト
16

軟
式
野
球
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
36
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
81
回
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
ダ
ブ
ル
ス
競
技

山
﨑
　
将
貴（
人
間
科
学
部
３
年
次
）

池
原
　
徹（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

剣
道
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
47
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会 

ベス
ト
16

長
塚
　
美
可
子（
2
0
1
3
年
度
卒
）

空
手
道
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
57
回
全
国
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

小
野
寺
　
啓（
経
済
学
部
４
年
次
）

南
　
隼
人（
人
間
科
学
部
４
年
次
）

陸
上
競
技
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
2
0
1
3 

第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

陸
上
競
技

沖
田
　
耐
芽（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
41
回
西
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

角
田
　
瑞
希（
人
間
科
学
部
２
年
次
）

準
硬
式
野
球
部

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
66
回
全
日
本
大
学
硬
式
野
球
選
手
権
大
会

　
金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
25
年
度
の
就
職
状
況

を
一言
で
表
現
す
る
な
ら
、「
相
変
わ
ら
ず
良
い
結

果
」だ
と
言
え
ま
す
。前
年
の
24
年
度
に
は
全
卒

業
生
の
91
・
5
％
が
就
職
内
定
を
獲
得
し
、そ
の

時
点
で
過
去
10
年
間
で
最
高
の
結
果
を
残
し
ま

し
た
が
、25
年
度
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
就
職

率
92
・
3
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。最
新

の
全
国
平
均
値
は
文
部
科
学
省
の
発
表
を
待
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
70
％
前
後

に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
の
数
値
を
見
て
も
、本
学
の

就
職
が
相
変
わ
ら
ず「
強
い
」こ
と
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　「
就
職
で
人
生
の
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

と
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
た
通
り
、

本
学
は
単
に「
就
職
す
る
」の
で
は
な
く
、「
い
い
就

職
を
達
成
す
る
」と
こ
ろ
に
目
標
を
置
い
て
い
ま

す
。
25
年
度
の
特
徴
的
な
傾
向
を
振
り
返
る
と
、

ま
ず
金
融
機
関
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。地
元
金
融

機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、政
府
系
金
融
機
関
で

は
そ
れ
ぞ
れ
た
っ
た
一つ
の
採
用
枠
を
星
稜
の
学

生
が
独
占
す
る
と
い
う
結
果
を
出
し
ま
し
た
。金

融
機
関
を
は
じ
め
会
計
事
務
所
や
企
業
の
経
理

職
に
多
く
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、

経
済
学
部
を
要
す
る
大
学
と
し
て
社
会
に
果
た

す
べ
き
責
任
を
全
う
し
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、エ
ア
ラ

イ
ン
系
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
業
界
に
多

く
の
女
子
学
生
が
就
職
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
こ
に
は
、エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や一
流
企
業
へ
の

就
職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講
座

「
星
稜
女
子
力 

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
」の
成

果
が
表
れ
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
受
講
し
た
学
生

た
ち
が
、希
望
通
り
空
港
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッフ
や
旅

行
代
理
店
への
就
職
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、難
関
試
験
合
格
を
目
指
す
Ｃ
Ｄ
Ｐ

（
キ
ャ
リ
ア・デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト
・プ
ロ
グ
ラ
ム
）を

受
講
し
た
学
生
た
ち
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
優
れ

た
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。公
務
員
採
用

試
験
に
は
大
学
の
み
で
25
名
、教
員
採
用
試
験
に

は
11
名
の
現
役
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。と
も

に
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
合
格
者
を
出
し
た
こ
と
は
、

出
色
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、現
４
年
次
に
目
を
向
け
れ
ば
、来
年
度

末
に
は
さ
ら
に
優
れ
た
結
果
が
期
待
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。6
月
の
時
点
で
お
よ
そ
7
割
の

学
生
が
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
感
、ま
た
全
国
区
の
大
手
企
業
か
ら
も
続
々

内
定
を
獲
得
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
感
は
、こ
れ
ま

で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。

　
我
々
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
た
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。今
年
度
以
降

の
金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
に
も
、ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。金

沢
星
稜
大
学
同
窓
会

学
生
活
動
奨
励
賞

T o p i c s
　
経
済
学
部
経
営
学
科
３
年
次
奥
村
実
樹
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
取
り
組
ん
で
い
る「
星
稜
焼
酎
」プ
ロ
ジェ

ク
ト
が
、今
回
、学
生
の
学
外
活
動
を
支
援
す
る

「
星
稜
ジ
ャ
ン
プ
プ
ロ
ジェク
ト
」に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。能
登
町「
和
み
会
」や「
の
と
じ
ま
フ
ァ
ー
ム
」

の
ご
協
力
を
頂
き
、焼
酎
用
の
高
級
品
種「
黄
金

千
貫
」の
苗
を
、能
登
島
の
元
耕
作
放
棄
地
で
土

壌
の
良
い
畑
に
て
丁
寧
に
育
て
、焼
酎
の
製
造
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
は
販
売
促
進

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。同
窓
会

の
先
輩
方
に
、ご
愛
飲
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
星
稜
ブ
ラ
ン
ド
の
焼
酎
を
、先
輩
方
と一緒
に

広
め
て
い
け
る
こ
と
を
、私
達
は
心
か
ら
願
って
お

り
ま
す
。今
後
と
も
、ご
指
導
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！

星
稜
焼
酎

出
来
ま
し
た
！

主
な
就
職
先

日
成
ビ
ル
ド
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
、高
桑
美
術
印
刷
、ヨ
シ
ダ

印
刷
、E
N
E
O
S
グ
ロ
ー
ブ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
、東

日
本
旅
客
鉄
道
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、北
陸
鉄
道
、ゴ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
ロ
ジ
テ
ム
、日
本
通
運
、ヤ
マ
ト
運
輸
、日
本
郵
便
、

あ
ら
た
、シ
ン
コ
ー
ル
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
リ
ッ
ジ
サ
ー
ビ

ス
、カ
ナ
カ
ン
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、三
谷
産
業
、北
陸
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、キ
ャ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ

ポ
ー
ト
、コ
マ
ツ
リ
フ
ト
、冨
木
医
療
器
、ク
ス
リ
の
ア
オ

キ
、金
沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店
、ユ
ニ
ー
、セ
ブ
ン
･
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、第
一
生
命
保
険
、東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、信
金
中
央
金
庫
、北
陸
労
働
金

庫
、金
沢
信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
、近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、エ
イ
ム
、生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い

し
か
わ
、国
立
病
院
機
構
、日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
、

金
沢
病
院
、金
沢
弁
護
士
会
な
ど

公
務
員 

※（
　
）内
は
人
数

国
家
一
般
職（
3
）、国
立
大
学
法
人
等
職
員
、裁
判
所
事
務

官
、自
衛
隊（
2
）、金
沢
市
役
所（
2
）珠
洲
市
役
所
、高
岡

市
役
所（
2
）、立
山
町
役
場
、石
川
県
公
立
小
学
校
教
員

（
7
）、千
葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
2
）、大
阪
府
公
立
小
学

校
教
員
、石
川
県
公
立
中
学
校
保
健
体
育

ほ
か
県
警
・
消
防
に
21
名
が
合
格
し
ま
し
た

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
Ｃ
Ｄ
Ａ

堀
口 

英
則

金
沢
星
稜
大
学
就
職
状
況
報
告

New s

平
成
25
・
26
年
度

全
国
大
会
出
場

奥村ゼミナール 焼酎担当班代表　神田詩織
syuyudare@gmail.com
星稜焼酎ブログ URL
http://s.ameblo.jp/seiryou-syotyu/

連絡先

4

サッカー部

空手道部

軟式野球部

陸上競技部

硬式テニス部

トランポリン部

剣道部

準硬式野球部
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T o p i c s
理
事
会
で
は
次
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
時 

平
成
26
年
6
月
14
日（
土
）　

場
所 

ホ
テ
ル
金
沢

議
案１

、平
成
25
年
度
決
算
報
告・事
業
報
告

２
、大
学
同
窓
会
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会
報
告

３
、平
成
26・27
年
度
　
役
員（
案
）

４
、平
成
26
年
度
予
算（
案
）・事
業
計
画（
案
）

報
告
事
項

１
、学
生
活
動
奨
励
賞
に
つ
い
て

２
、新
正
会
員（
新
卒
者
）向
け

同
窓
会
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

平
成
26
年
度

理
事
会
・
理
事
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

T o p i c s

在
校
生
支
援
基
金
の
成
果

　
平
成
25
年
度
の
支
援
と
し
て
、
平

成
26
年
度
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
学

生
活
動
奨
励
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
「
誠
実
に
し
て
社
会

に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

在
校
生
支
援
基
金
の
お
願
い

平成25年度 在校生支援基金の協力者名簿
皆さまからのご協力ありがとうございます

在校生支援金（1口）

2,000円
（1口以上何口でも可）

【
経
済
学
部
Ⅰ
部
】

１
期
 

安
藤
　
　
至

 

中
田
邦
雄

 

新
原
俊
夫

 

相
古
順
二

 

高
橋
賢
治

 

土
谷
　
隆

 

三
好
研
一

 

森
　
　
　
寿

 

森
川
健
三

２
期
 

池
田
恒
雄

 

石
川
栄
一

 

杉
森
幸
子

 

荻
原
千
秋

 

藤
田
秀
俊

 

松
田
憲
二

３
期
 

小
嶋
一
夫

 

米
﨑
恵
三

 

若
林
啓
一

４
期
 

北
村
洋
人

 

松
嶋
　
茂

７
期
 

沢
海
　
仁

 

北
村
誠
広

 

坂
本
光
寿

 

堀
　
和
彦

８
期
 

作
中
正
喜

 

松
浦
　
勉

 

谷
内
明
弘

９
期
 

宮
腰
　
毅

10
期
 

金
木
清
隆

 

中
野
安
彦

 

横
山
　
正

 

若
松
茂
夫

11
期
 

大
久
保
邦
彦

 

高
畠
　
滋

 

大
野
雅
隆

 

中
川
幸
雄

 

大
野
千
恵

 

本
　
郁
夫

12
期
 

忠
村
健
司

 

山
下
祐
一

13
期
 

小
山
征
時

 

武
田
昌
彦

 

竹
村
　
彰

14
期
 

西
野
伸
一

 

矢
澤
哲
也

16
期
 

河
上
孝
一

 

木
村
道
明

 

沢
田
宏
一

 

津
田
佳
之

 

広
瀬
孝
次

17
期
 

明
石
　
徹

 

橘
　
昌
和

 

山
中
正
英

18
期
 

武
田
慎
一

19
期
 

杉
原
一
誠

 

端
保
　
聡

 

砺
波
宏
成

20
期
 

久
津
間
元
晴

 

武
田
俊
彦

22
期
 

水
野
谷
満

23
期
 

佐
々
木
　
仁

 

島
　
宏
和

27
期
 

中
村
泰
之

 

廿
日
岩
均

28
期
 

高
　
　
誠

29
期
 

中
島
　
望

 

割
山
孝
司

30
期
 

青
島
吉
彦

31
期
 

阿
部
直
英

 

福
田
欣
司

33
期
 

澤
　
昌
臣

 

中
尾
章
紀

34
期
 

小
谷
和
俊

 

米
久
　
淳

37
期
 

齊
藤
　
将

38
期
 

夏
畑
佑
己

40
期
 

鶴
山
大
輔

 

山
田
祥
一

【
経
済
学
部
Ⅱ
部
】

 ２
期
 

山
本
正
廣

７
期
 

大
沢
竜
一

９
期
 

焼
田
宏
明

14
期
 

浦
　
郁
雄

 

高
木
義
弘

17
期
 

根
井
隆
一

22
期
 

中
山
孝
仁

32
期
 

小
舟
章
生

33
期
 

畠
　
　
修

 

藤
島
大
輔

36
期
 

内
田
靖
夫

38
期
 

北
村
拓
也

【
人
間
科
学
部
】

 ３
期
 

丸
谷
幸
代

 

矢
澤
宏
介

匿
名
希
望
 18

件

　
来
賓
と
し
て
、
稲
置
理
事
長
、
宮
﨑
学
長
を
は
じ

め
主
だ
っ
た
先
生
方
が
出
席
さ
れ
、
同
窓
生
と
懇
親
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
に
宮
﨑
学
長
よ
り
、
大
学
の

取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
と

て
も
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
同
窓
会
事
業

委
員
長
の
山
本
雅
一さ
ん
よ
り
事
業
委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
窓
会
を
長

ら
く
支
え
て
こ
ら
れ
昨
年
度
で
退
任
さ
れ
た
清
水
実
さ

ん
と
森
寿
さ
ん
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
任
理
事
の
紹
介
や
大
学
・
同
窓
会
の
数

名
よ
り
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
く
等
、
大
学
や
同
窓
会
へ

の
想
い
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、

な
ご
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
新
正
会
員（
新
卒
者
）
向
け
に
卒
業

時
、
同
窓
会
活
動
の
周
知
と
理
解
を
深
め
る
為
の

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
し
た
。

内
容
は一部
で
す
が
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
25
年
度
在
校
生
支
援
基
金

は
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
も
と
、１
０
8
件
、3
7
6
0
0
0

円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。在
校

生
支
援
基
金
は
、
在
校
生
の
皆
様
の

ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、社
会
活
動
、留
学

生
交
流
な
ど
に
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
、
物
心
両
面
か
ら
強
固
な

支
援
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
同
様
、
在
校

生
支
援
基
金
に
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

同
窓
会
P
R

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成

同窓会員17,000名突破!
各地に広がる組織の輪。

総務委員会

事業委員会

広報委員会

支　　　部

理事会
常任理事会

金沢星稜大学同窓会組織図

青森
12名

秋田
13名

山形
31名

岩手
6名

宮城
12名

福島
15名

茨城
19名

栃木
14名

群馬
49名

千葉
28名

東京
63名

埼玉
45名

神奈川
38名

北海道
21名

新潟
507名
長野
129名
福井
942名

石川
7,810名
富山
2,429名

静岡
118名

山梨
20名

岐阜
151名
愛知
291名

三重
64名

鳥取
4名

島根
18名

山口
9名

広島
16名

岡山
15名

滋賀
144名
兵庫
161名

京都
137名

大阪
93名

奈良
44名

和歌山
23名

香川
16名

徳島
7名

愛媛
11名

高知
13名

大分
1名

宮崎
4名

福岡
8名

佐賀
1名

長崎
4名
熊本
4名

鹿児島
3名

沖縄
6名

関東支部

関西支部

加賀支部

富山県支部

新潟支部

白山支部

同窓会本部

※広報誌Kizuna2013 発送リストより

ホームページから会員の皆さまに
最新情報を発信しています。

http://www.kizunaseiryo.jp/
金沢星稜大学では地域に開かれた大学として、教育と研究の成果を地域社会に還元するために公開講座等を通して地域の皆様に対し広く学びの場

を提供しています。
その活動の一つが「市民土曜講座」で、年間を通して本学教員が身近な事例や最新の情報などを取り上げてお話しします。
　■期間：平成26年4月19日(土) ～平成27年3月14日(土)

■時間：10:30 ～ 12:00　 [入場無料]　[申込不要]　※希望する講座を自由に受講ください。
■会場：金沢星稜大学　キャリアデザイン館1階　C11教室（多目的階段教室）
■主催：金沢星稜大学総合研究所 
■日 程

【お問い合わせ】 金沢星稜大学総合研究所 　〒920-8620　金沢市御所町丑10 番地1  TEL 076-253-3984　 FAX 076-253-3998　E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

〈経済学科・経営学科〉 共通テーマ：幅広く経済を考える：身近な経済から国際経済まで

〈こども学科〉 共通テーマ：みんなで楽しくキッズワークショップ！

4月19日

5月17日

6月21日

7月19日

8月23日

9月20日

 

10月18日

11月15日

12月20日

1月24日

2月21日

3月14日

銭湯の経済学 講師：花田　真一　講師 

グリーン・ツーリズム－地域経済活性化への期待 講師：山本　真嗣　准教授 

ブランドとは何かを考える －地域ブランド構築の前提として－ 講師：岸本　秀一　教授 

観光文化と「加賀百万石」の記憶 講師：本康　宏史　教授 

地域金融機関の実情と課題 講師：大畠　重衛　特任教授 

アジアの経済連携からみる世界の潮流 講師：川島　　哲　教授 

 

Love Stone Project 講師：池上　　奨　教授 

みんなで楽しむ英語絵本 講師：川村　義治　教授（教養教育部　教授）  

みんなで楽しくロウソクづくり、ついでにロウソクの科学もね 講師：永坂　正夫　教授 

スポーツ・コンディショニング －自ら気づき，考える－ 講師：齊藤　陽子　講師 

運動継続の鍵？！お互いに支え合って紡ぐ、私のそしてみんなの健康 講師：岩岡　研典　教授 

水に親しみ健康家族 講師：奥田　鉄人　教授 

〈スポーツ学科〉 共通テーマ：スポーツを楽しむ科学と知恵　－コンディショニングと健康づくり－  

終 了

終 了

終 了

終 了

平成26年度「市民土曜講座」がスタート

運
営
委
員
会
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T o p i c s
理
事
会
で
は
次
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
平
成
26
年
6
月
14
日（
土
）

場
所
ホ
テ
ル
金
沢

議
案１

、平
成
25
年
度
決
算
報
告・事
業
報
告

２
、大
学
同
窓
会
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会
報
告

３
、平
成
26・27
年
度
　
役
員（
案
）

４
、平
成
26
年
度
予
算（
案
）・事
業
計
画（
案
）

報
告
事
項

１
、学
生
活
動
奨
励
賞
に
つ
い
て

２
、新
正
会
員（
新
卒
者
）向
け

同
窓
会
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

平
成
26
年
度

理
事
会
・
理
事
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

T o p i c s

在
校
生
支
援
基
金
の
成
果

　
平
成
25
年
度
の
支
援
と
し
て
、
平

成
26
年
度
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
学

生
活
動
奨
励
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
「
誠
実
に
し
て
社
会

に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

在
校
生
支
援
基
金
の
お
願
い

平成25年度 在校生支援基金の協力者名簿
皆さまからのご協力ありがとうございます

在校生支援金（1口）

2,000円
（1口以上何口でも可）

【
経
済
学
部
Ⅰ
部
】

１
期
 

安
藤
　
　
至

中
田
邦
雄

新
原
俊
夫

相
古
順
二

高
橋
賢
治

土
谷
　
隆

三
好
研
一

森
　

　
寿

森
川
健
三

２
期
 

池
田
恒
雄

石
川
栄
一

杉
森
幸
子

荻
原
千
秋

藤
田
秀
俊

松
田
憲
二

３
期
 

小
嶋
一
夫

米
﨑
恵
三

若
林
啓
一

４
期
 

北
村
洋
人

松
嶋
　
茂

７
期
 

沢
海
　
仁

北
村
誠
広

坂
本
光
寿

堀
　
和
彦

８
期
 

作
中
正
喜

松
浦

勉

谷
内
明
弘

９
期
 

宮
腰

毅

10
期

金
木
清
隆

中
野
安
彦

横
山

正

若
松
茂
夫

11
期

大
久
保
邦
彦

高
畠
　
滋

大
野
雅
隆

中
川
幸
雄

大
野
千
恵

本
　
郁
夫

12
期

忠
村
健
司

山
下
祐
一

13
期

小
山
征
時

武
田
昌
彦

竹
村
　
彰

14
期

西
野
伸
一

矢
澤
哲
也

16
期

河
上
孝
一

木
村
道
明

沢
田
宏
一

津
田
佳
之

広
瀬
孝
次

17
期

明
石

徹

橘
　
昌
和

山
中
正
英

18
期

武
田
慎
一

19
期

杉
原
一
誠

端
保
　
聡

砺
波
宏
成

20
期

武
田
俊
彦

22
期

水
野
谷
満

23
期

佐
々
木

仁

島
　
宏
和

27
期

中
村
泰
之

廿
日
岩
均

28
期

高

誠

29
期

中
島

望

割
山
孝
司

30
期

青
島
吉
彦

31
期

阿
部
直
英

福
田
欣
司

33
期

澤

昌
臣

中
尾
章
紀

34
期

小
谷
和
俊

米
久
　
淳

37
期

齊
藤

将

38
期

夏
畑
佑
己

40
期

鶴
山
大
輔

山
田
祥
一

【
経
済
学
部
Ⅱ
部
】

２
期
 

山
本
正
廣

７
期
 

大
沢
竜
一

９
期
 

焼
田
宏
明

14
期

浦

郁
雄

高
木
義
弘

17
期

根
井
隆
一

22
期

中
山
孝
仁

32
期

小
舟
章
生

33
期

畠

修

藤
島
大
輔

36
期

内
田
靖
夫

38
期

北
村
拓
也

【
人
間
科
学
部
】

３
期
 

丸
谷
幸
代

矢
澤
宏
介

匿
名
希
望
 18

件

来
賓
と
し
て
、
稲
置
理
事
長
、
宮
﨑
学
長
を
は
じ

め
主
だ
っ
た
先
生
方
が
出
席
さ
れ
、
同
窓
生
と
懇
親
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
に
宮
﨑
学
長
よ
り
、
大
学
の

取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
と

て
も
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
同
窓
会
事
業

委
員
長
の
山
本
雅
一さ
ん
よ
り
事
業
委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
窓
会
を
長

ら
く
支
え
て
こ
ら
れ
昨
年
度
で
退
任
さ
れ
た
清
水
実
さ

ん
と
森
寿
さ
ん
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
任
理
事
の
紹
介
や
大
学
・
同
窓
会
の
数

名
よ
り
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
く
等
、
大
学
や
同
窓
会
へ

の
想
い
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、

な
ご
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
新
正
会
員（
新
卒
者
）
向
け
に
卒
業

時
、
同
窓
会
活
動
の
周
知
と
理
解
を
深
め
る
為
の

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
し
た
。

内
容
は一部
で
す
が
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
25
年
度
在
校
生
支
援
基
金

は
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
も
と
、１
０
8
件
、3
7
6
0
0
0

円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。在
校

生
支
援
基
金
は
、
在
校
生
の
皆
様
の

ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、社
会
活
動
、留
学

生
交
流
な
ど
に
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
、
物
心
両
面
か
ら
強
固
な

支
援
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
同
様
、
在
校

生
支
援
基
金
に
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

同
窓
会
P
R

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成

同窓会員17,000名突破!
各地に広がる組織の輪。

総務委員会

事業委員会

広報委員会

支　　　部

理事会
常任理事会

金沢星稜大学同窓会組織図

青森
12名

秋田
13名

山形
31名

岩手
6名

宮城
12名

福島
15名

茨城
19名

栃木
14名

群馬
49名

千葉
28名

東京
63名

埼玉
45名

神奈川
38名

北海道
21名

新潟
507名
長野
129名
福井
942名

石川
7,810名
富山
2,429名

静岡
118名

山梨
20名

岐阜
151名
愛知
291名

三重
64名

鳥取
4名

島根
18名

山口
9名

広島
16名

岡山
15名

滋賀
144名
兵庫
161名

京都
137名

大阪
93名

奈良
44名

和歌山
23名

香川
16名

徳島
7名

愛媛
11名

高知
13名

大分
1名

宮崎
4名

福岡
8名

佐賀
1名

長崎
4名
熊本
4名

鹿児島
3名

沖縄
6名

関東支部

関西支部

加賀支部

富山県支部

新潟支部

白山支部

同窓会本部

※広報誌Kizuna2013 発送リストより

ホームページから会員の皆さまに
最新情報を発信しています。

http://www.kizunaseiryo.jp/
金沢星稜大学では地域に開かれた大学として、教育と研究の成果を地域社会に還元するために公開講座等を通して地域の皆様に対し広く学びの場

を提供しています。
その活動の一つが「市民土曜講座」で、年間を通して本学教員が身近な事例や最新の情報などを取り上げてお話しします。
　■期間：平成26年4月19日(土) ～平成27年3月14日(土)

■時間：10:30 ～ 12:00　 [入場無料]　[申込不要]　※希望する講座を自由に受講ください。
■会場：金沢星稜大学　キャリアデザイン館1階　C11教室（多目的階段教室）
■主催：金沢星稜大学総合研究所
■日 程

【お問い合わせ】 金沢星稜大学総合研究所 　〒920-8620　金沢市御所町丑10 番地1  TEL 076-253-3984　 FAX 076-253-3998　E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

〈経済学科・経営学科〉 共通テーマ：幅広く経済を考える：身近な経済から国際経済まで

〈こども学科〉 共通テーマ：みんなで楽しくキッズワークショップ！

4月19日

5月17日

6月21日

7月19日

8月23日

9月20日

 

10月18日

11月15日

12月20日

1月24日

2月21日

3月14日

銭湯の経済学 講師：花田　真一　講師 

グリーン・ツーリズム－地域経済活性化への期待 講師：山本　真嗣　准教授 

ブランドとは何かを考える －地域ブランド構築の前提として－ 講師：岸本　秀一　教授 

観光文化と「加賀百万石」の記憶 講師：本康　宏史　教授 

地域金融機関の実情と課題 講師：大畠　重衛　特任教授 

アジアの経済連携からみる世界の潮流 講師：川島　　哲　教授 

 

Love Stone Project 講師：池上　　奨　教授 

みんなで楽しむ英語絵本 講師：川村　義治　教授（教養教育部　教授）  

みんなで楽しくロウソクづくり、ついでにロウソクの科学もね 講師：永坂　正夫　教授 

スポーツ・コンディショニング －自ら気づき，考える－ 講師：齊藤　陽子　講師 

運動継続の鍵？！お互いに支え合って紡ぐ、私のそしてみんなの健康 講師：岩岡　研典　教授 

水に親しみ健康家族 講師：奥田　鉄人　教授 

〈スポーツ学科〉 共通テーマ：スポーツを楽しむ科学と知恵　－コンディショニングと健康づくり－  

終 了

終 了

終 了

終 了

平成26年度「市民土曜講座」がスタート

運
営
委
員
会
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　平成26年6月14日(土)に金沢ゴルフクラブにお
いて、28回目となるゴルフコンペが開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、経済学部Ⅰ部・Ⅱ部のゴル
フ好き同窓生17名(Ⅰ部10名､Ⅱ部7名)が参加し、和
やかな楽しい一日を過ごしました。プレー後は、表彰
式を兼ねた懇親会が行われ、お互いの近況報告等を
行いながら、和気あいあいの中で終了しました。な
お、成績は右記のとおりです。

第28回金沢星稜大学同窓会ゴルフコンペ開催！

平成26年3月卒業、J2カターレ富山に
プロ契約。チームのDFとして活躍中。

内田錬平さん（Ⅰ部44期）

平成25年度　富山県支部定期総会・懇親会

…………………………同窓会各支部の活動…………………………

富山県支部

　平成25年11月3日（日・祝）、富山市のANAクラウンプラザホテルにおいて
富山県支部定期総会・懇親会を行いました。今回は、名誉教授の小西滋人先生
をお迎えしての会宴でした。毎年1回11月に定期総会を行っております。参加
を希望される卒業生の皆さま、下記 新原 までご連絡をお願いいたします。

平成２6年度  富山県支部総会・懇親会のお知らせ
金沢星稜大学同窓会富山県支部では今年（平成２6年）も11月3日（月・祝）射水市の「松原屋」において富山県支部総会・懇親会を
開催いたします。同窓生の皆様のご出席をお待ちいたしております。（連絡先　新原 俊夫　0766－22－4308）

 

第2回 大学OB対抗レガッタin世界遺産五箇山に参加富山県支部

　第10回南砺市民ボート大会と同日に、大学OB対抗レガッタが平成26年6
月29日（日）、富山県南砺市桂湖で開催されました。本大会は昨年が1回大会、
今回は第2回大会で、12大学OBチームが参加しました。来年も順位を上げる
ことを目標に参加予定です。

平成25年度 白山支部定期総会・懇親会白山支部

　平成25年8月10日（土）午後5時より、白山支部総会が
「ひで華」において行われ、平成24年度の事業・会計につい
てそれぞれ報告されました。日ごろ各方面で活躍されてい
るみなさんですが、なかなか話をする機会がないため、久

しぶりの再会に、近況や昔話で盛り上がりました。また私
たちの支部は少人数ですが、白山市民という観点から、ど
んな街であったら良いか、活気づくのかなど、地域につい
て話し合いました。

 

順　位 氏　名 学部・期 GROSS HDCP NET

優　勝 出越　　朋 Ⅰ部 5期 96 24.0 72.0

準優勝 藤井　謙士 Ⅱ部18期 84 9.6 74.4

第３位 北川　清栄 Ⅰ部 4期 92 16.8 75.2

　9月14日（土）、金沢駅前「かっぽう居酒屋 水魚」において秋の交流会を行いました。
今回は富山支部からもご参加いただき、23名での開催となりました。会の中盤にはア
トラクションを行い、“人生で一番うれしかったこと”“尊敬する人物”等４項目から一
人一つのテーマについてスピーチをしてもらうなど、同窓生の思い出話やそれぞれの
思いを聞き、参加者皆で盛り上がりました。２時間程の短い時間でしたが、それぞれに
近況報告や情報交換を行い、有意義な時間を過ごしました。秋の交流会は今回で2回目
をむかえますが、事業委員会ではさらに多くの方々に参加いただきたいと思っており
ます。世代を超えた新たな出会いやビジネスにもつながる良いきっかけ作りの場とし
て、次回の皆様の参加をお待ちしております。

平成25年度 秋季交流会報告

活
躍
す
る
同
窓
生

「
人
材
育
成
に
関
す
る
産
業
界
か
ら
の
意
見
聴
取
会
」を
開
催

金
沢
星
稜
大
学
就
職
状
況
報
告

平
成
26
年
度
理
事
会
開
催

新
学
長
に
宮
﨑
正
史
氏
就
任

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す
！
」

▶次回の案内希望者は 幹事 廿日岩（090-8703-0900）まで


